
ど
種
々
あ
る
。　
こ
の
中
で
、　
こ
れ
ま
た
長
大
で
あ
る
が
、
明
石
郡
の

「
葛
江

里
」
名
を
記
し
た
文
書
木
簡
が
あ
る
。
飯
の
支
給
記
録
か
と
も
み
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
場
で
使
用
さ
れ
た
の
か
明
瞭
で
な
い
。
因
み
に
出
土
地
は
葛
江
里

で
は
な
い
。

凡

例

一
、
以
下
の
原
稿
は
各
木
簡
出
土
地
の
調
査
機
関
に
依
頼
し
て
、
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
体
裁
お
よ
び
釈
文
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
は
編

集
担
当
の
責
任
に
お
い
て
調
整
し
た
。

一
、
原
稿
の
配
列
順
序
は
ほ
ぼ
奈
良
時
代
の
五
畿
七
道
の
順
序
に
準
じ
た
。

一
、
釈
文
下
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
木
簡
の
長
さ

。
幅

・
厚
さ
を
示
す

（単
位

は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
し
て
い
る
部
分
の
法
量
は
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。

そ
の
下
の
二
桁
の
数
字
は
形
式
番
号
を
示
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
機
関

で
の
木
簡
の
通
し
番
号
は
最
下
段
に
示
し
た
。

一
、
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
（八
頁
第
二
図
参
照
）

「
　
Ｌ
　
　
木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と

を
示
す
。

＜
　
　
　
　
木
簡
の
上
端

・
下
端
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

く
く
　
　
　
抹
消
し
た
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍
に

付
し
た
。

以
上
き
わ
め
て
大
ざ

っ
ぱ
だ
が
、　
一
九
七
八
年
出
土
木
簡
に
つ
い
て
概
観
し

た
。
個
々
の
木
簡
釈
文
は
個
別
報
告
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

（加
藤
　
優
）

田
田
■
一　
　
抹
消
に
よ
り
判
読
囚
難
な
も
の
。

□
□
口
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

日
日
回
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
川
国
　
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

ｘ
　
　
　
　
木
簡
が
折
損
し
て
い
て
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
。

『
　

』
　

異
筆
、
追
筆
。

↓ｉ
ｌ
　
　
　
　
　
△
口
占
。ヽ

・　
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔
　
　
〕
　

校́
訂
に
関
す
る
注
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、

本
文
に
置
き
換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
　
　
編
者
が
加
え
た
注
で
疑
間
の
残
る
も
の
。

マ
マ
　
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

一
、
地
図
中
の
▼
は
木
簡
の
出
土
地
を
示
す
。



、
釈
文
の
最
下
段
に
二
桁
で
示
し
た
型
式
番
号
は
、
木
簡
の
形
態
を
示
し
、

つ
ぎ
の
一
五
型
式
か
ら
な
る
。
（第

一
図
参
照
）

ｏ
ｒ
型
式
　
短
冊
型
。

ｏ
Ｓ
型
式
　
短
冊
型
で
、
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
８
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損

・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も

の
。

小
形
短
形
の
も
の
。

小
形
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方

頭

・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

ｏ
器
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
あ
る
い
は
宿
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
毬
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折

損
あ
る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
２
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
３
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
留
型
式
　
折
損
、
再
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ
▼
型
式
　
削
暦
。

い

〔日（］的い］］］的四四山山［］］『］脚］四蜘四脚日山］［日出日出〕弾

ｏ
褪
型
式

ｏ
鶴
型
式

ｏ
留
型
式

1978年出上の木簡

″,′A  ω  tt.C  '77型 A

生 __i二■_…卜」ヨ____工___二三中 ________■
5 in

ュ
ｎ
本
た
々
ぉ
プ
ｎ
ｆ
ホ
τ
２
井

日
Ｈ
出
日
Ｒ
題

ω

匠

f盈

多
カ
必
璽

第 1図 木簡の形態分類
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